
“マンゴー銀座”
　『銀座』という響きから我々がイメージするのは、東京都
中央区にある日本有数の繁華街である、あの『銀座』であ
る事は疑い無い。元々、銀座とは江戸幕府の銀貨鋳造所
の事で、当初は京都や大阪、長崎にもあったが、後に江戸
に集約された。明治以降、造幣局の設置に伴い廃止。地
名だけが残った。後に銀座界隈は商業地として目覚しい
発展を遂げ、人通りの多い賑やかな繁華街の代名詞と
なった。事実、全国には300以上の『◯◯銀座』と呼ばれ
る商店街があるという。加えて、ある物が集中する場所と
して使われる事も多い。『台風銀座』や『アルプス銀座』な
どがその例である。
　マンゴー、マンゴー、マンゴー。あっちもこっちもマンゴー
だらけ。ここは沖縄か宮崎かと見紛うほどのマンゴーの量
である。その数、少なく見積もっても約2万個。屋根が二重
構造になって温室効果を高めたハウス内一面にマンゴー
が実っている。樹齢25年を経過した『ご高齢』の樹からも
立派に実っている。樹の数は650本程度というから一本当
たり30個ほどのマンゴーが取れる計算になる。樹高1メー
トルほどだが、太い幹と大地にしっかりと根を張ったその樹
には鈴なりのマンゴーたち。ぎっしりとマンゴーが密集した
ハウス内は移動するのも一苦労だ。「マンゴー銀座だ
な」。私の脳裏にふと降りてきた言葉に、自分自身、妙に納
得していた。

　そのマンゴー銀座を難なくかき分け、倉重農園の人た
ちは、一つ一つ玉つりしたマンゴーに丁寧にネットをかけ
ていく。玉つりとは実のついた枝を紐で吊し上げ、マンゴー
の実に充分な日光が当たるようにする事で、この作業を怠
るとマンゴーの色付きは悪くなり商品価値は下がる。玉つ
りは実の生長具合によって2～3回調整するというから根
気のいる作業である。満遍なく日光を浴びたマンゴーは
真っ赤に色付き完熟する。完熟し食べ頃を迎えたマン
ゴーは自然落下し、落下したマンゴーはネット内に収まり収
穫を待つ。一つたりとも地面に落下させないようにする為、
ネットかけも丁寧な作業が必要だ。すべてのマンゴーに
ネットをかけ終わるのに2～3週間かかるという。朝の9時
前にも関わらず、ハウス内の温度計は35度を指していた。
滴る汗を拭いながら、倉重農園の人たちは黙々と作業を
こなしていた。

“きっかけ”
　福岡県久留米市城島町。2005年の市町村合併で久
留米市に編入される以前は三潴郡城島町として、主に酒
造業が盛んな地域であった。筑後川の水、筑後平野のコ
メと言った原料に加え、筑後川水運を利用した流通の便
にも恵まれ、また資本と労働力を有する豪農が多かったこ
とから酒の産地として発展した。今では、筑後川下流域の
豊かな田園地帯が広がる、農業が盛んな地域である。

　倉重家の歴史は古い。元々はコメや畳の原料であるイ
グサを栽培していたという。ところが今のようにマンゴーを
中心に栽培するようになったのは園主の倉重啓子さん
（58歳）が嫁いできた30年ほど前からである。当時の倉重
家は、県会議員をしていた義父の繁行さん、啓子さんのご
主人で農業団体に勤める徳也さんと、いずれも農業を主
業としてはいなかった。「結婚当時は、県会議員をしてい
た義父の元に毎日のように来客があり、その対応をしてい
た記憶が鮮明に残っています」。この頃の啓子さんは、こ
の先自分が農業をやる事になろうとは微塵も思っていな
かったという。
　最初のきっかけはご主人の徳也さんが知人からもらっ
たサニーレタスの苗であった。当時、城島町に近い八女地
方でサニーレタスの栽培が盛んだった事もあり、倉重家で
も2反の田んぼの裏作でサニーレタス栽培を試しに始めて
みた。当初は家族全員で作業を行なっていたものの、「気
がついたら私だけになってたんですよ」。と啓子さんは笑
いながら述懐した。サニーレタス栽培を1人押し付けられ
た格好となった啓子さんであったが、思いの外このサニー
レタス栽培は楽しかったという。当時、嫁は家に居て家の
仕事をするというのが当たり前の時代。家の外に出る事も
ままならない。ところがサニーレタスを作る事で畑仕事が
出来るだけでなく、それを集荷場に持っていく事で2日後
には売り上げが振り込まれる。

年によっては相場が上がり、想定よりも多い売上になる事
もあった。「そんな時は、ママさんバレーの友達と美味しい
ものを食べに行ってストレス解消してました」。と当時を懐
かしんだ。結果的に従業員を雇うなどして、最大1町（約１
ha）にまで栽培面積を拡大させた。

“青春のハイキュー”
　倉重啓子さんは1963年に乙丸家三姉妹の次女とし
て、この城島町で生まれた。幼い頃は人見知りが激しかっ
た。活発な2歳上の姉とは対照的だったという。ところが運
動能力の高かった啓子さんは小学校高学年の頃から実
力を発揮。徒競走で1番を取るなどメキメキと頭角を現し
た。と同時に自己肯定感が醸成されていった。「1番になっ
たらこんなに注目されるんだ。だったらもっと頑張ろうって
思いました」。そして、中学でバレーボール部に入部して
以降は「姉と性格が逆転しましたね」というくらい活発に
なった。
　バレーボールとの出会いは啓子さんの人生を語る上で
避けて通れないほど大切な要素である。中学で出会い、
50歳手前までママさんバレーを続けていたほどだ。当時
の中高の部活動といえば、いわゆる根性論が主流だった
時代。そんな中、啓子さんが所属した高校は自由闊達な
雰囲気だったという。型にはまらない指導方針で、バレー
部の顧問自体が、負けても「よかよか」といって意に介さな

かった。その奔放さと生徒の自主性がうまく噛み合ったの
か、県立高校ながらエイトリーグベスト4となり県大会出場
を果たした。「高校時代は楽しかったですよ。当時の仲間
とは今でも仲良しです」と啓子さんは微笑んだ。
　バレーボールの実力を認められた啓子さんは、高校卒
業後バレーボールで地元の大手企業にスカウトされた。そ
の企業に集っていたのは全国クラスの猛者ばかり。162セ
ンチの啓子さんは、この猛者の中では小柄で、最初はつ
いていくのに必死だったという。それでも歯を食いしばり厳
しい練習にも耐えレギュラーを獲得した。「淡 と々黙 と々練
習しました。淡 と々やることは苦手ではなかったですね」。
　その後、バレーボール部は廃部となるも、啓子さんはそ
のまま会社員生活を続けていた。そんなある日、中学時代
の同級生であった倉重徳也さんと運命的な再会を果た
す。それを機にお付き合いを重ね結婚。大家族であった
倉重家の嫁としての生活が始まった。

“途方に暮れるマンゴー”
　結婚から数年後、サニーレタス栽培が軌道に乗ってき
た頃だった。県会議員だった義父の繁行さんが、ある日
「この地域に特産品を作りたい」と言い出した。白羽の矢
が立ったのがマンゴーだった。今から25年ほど前の話で
ある。地元の農家数軒と一緒にマンゴー栽培が始まった。
倉重家でも6反の田んぼを土盛りし5反分のマンゴーハウ

スを建てた。その当時、4番目のお子さんをお腹に宿して
いた啓子さんは、「またなんか始むっとやろか」と、他人事
のように遠目でその様子を眺めていたという。当初は繁行
さんや繁行さんが雇った職人さんなどが中心となり、啓子
さんの役割はもっぱらネットかけの手伝いや直売所でのお
店番程度だった。ところが、繁行さんが病に倒れ看病が
必要になった。啓子さんは看病をしつつ、マンゴー栽培の
手伝いを5年ほど続けた。その間、残った人たちでかろう
じてマンゴー栽培を続けていたものの、ある日メインで栽
培管理をしていた職人さんが急に退職を依願してきた。
「今日で辞めます、って言われて。えーーっ、私なんもしきら
んとに、って感じですよ」。翻意を促すも職人さんの意思は
堅く、退職。ついに啓子さん以外誰もいなくなった。「気づ
いたら、また私しかいなかったんですよ」。サニーレタスの
時とは訳が違う。さすがの啓子さんも途方に暮れた。
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